
「輝く笑顔あふれる船橋市の在宅医療
～絆と継続は力なり～」

船橋総合病院附属あい在宅クリニック
院長 塚本 哲也
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船橋市在宅医療支援拠点ふなぽーと

“人もまちも輝く笑顔あふれる船橋” 令和4年度からの第3次船橋市総合計画の将来都市像です。
素敵ですね。私も船橋総合病院院長時代から36年間大切にしてきた「地域の皆様に豊かなライフステージを」を
実践し、輝く笑顔あふれる船橋市づくりに貢献したいと、気持ちが鼓舞されました。船橋総合病院の診察室で「年
取ったら通院が大変。先生もいずれわかるわよ」と何度も患者さん達から教えられた私達は、超高齢社会の2020
年6月、船橋総合病院附属あい在宅クリニックを開業し、今まで以上に在宅医療に力を入れることにしました。
「30年も在宅医療を提供してきた私達だから、できることがあるかもしれない」と決意したのですが、クリニック運営
は初めてで戸惑うことばかり。そんな私達をサポートしてくれたのは、在宅医療の担い手を支える「船橋市在宅医
療支援拠点 ふなぽーと」。寺田会長はじめ船橋市医師会 諸先生方、本当にありがとうございます。船橋市保
健所 筒井所長、松野次長、職員の皆さんにもこの場を借りてあらためて御礼申し上げます。
あい在宅クリニックの強みは”継続診療”。訪問診療医が、船橋総合病院入院時の主治医になることが多く、
「入院しても、また退院後も先生が来て診てくれるから安心。」と言われると、俄然張り切りたくなります。コロナ禍で
は、船橋総合病院の入院病床確保が難しいことが何度かありましたが、船橋市の病院先生方が「困った時はお
互い様」と助けてくださるので、安心して船橋市で訪問診療ができます。
船橋在宅医療ひまわりネットワークはじめ医療介護関係者の絆と、その根幹にある船橋市、船橋市保健所、船
橋市医師会が、私達在宅医療の担い手を支えてくれるからこそ、訪問診療ができると感謝しています。
先日も大きな地震がありました。世界中で衝撃や悲しみがあふれる今、「訪問診療を30年以上継続できている
幸せ、会える幸せ」を再認識します。新型コロナウィルス検査のため、防護服を着用し、近所の皆さんにもご心配を
おかけしないよう細心の注意を払いながらの訪問診療が、もうそろそろ昔話になってほしいとも思います。
船橋総合病院附属あい在宅クリニックは、輝く笑顔あふれる船橋市で、ふなぽーと、船橋市医師会、
船橋市保健所、多くの医療介護関係者と協働し、ちばSDGsパートナー医療機関(No.432)としても
末永く頑張ります。変わらぬ御指導、御支援をどうぞよろしくお願いします。



〒２７３－８５０６ 船橋市北本町１－１６－５５

船橋市保健福祉センター１階

TEL ： ０４７－４０９－１７３６

FAX ： ０４７－４０９－１９１２

M a i l ： info@funabashi-zaitaku.com

H P ： https://www/funaport.com/

運営時間 平日午前９時 ～ 午後５時

（土日祝・年末年始はお休み）

★お気軽にお問い合わせください。

在 宅 医 療 支 援 拠 点 ふ な ぽ ー と 総 括 者 だ よ り
看 護 師 佐 々 木 ゆ か り

令和4年（2022年）度
第1回「船橋在宅医ネット」研修会

日 時 ：令和 4 年 5 月 19 日 19時～

講 師：遠藤 まり子 氏

（いたくら乳腺クリニック 院長）
演 題 ： 「乳がん検診の基本的知識

～みなさんは適切な乳がん検診を受けていますか？～」
座 長 ： 土居 良康 氏

（船橋市医師会 理事
ふなぽーと運営委員会 委員長）

第 1 3回船橋市C K D連携の会が開催されました！

令和4年3月3日（木）に開催されたこの会は、糖尿病性腎症重
症化予防のための連携を図ることが目的で、多数の専門職がオンラ
インで参加されていました。登壇者は医師・薬剤師・看護師・管理栄
養士で、現状の振り返りをオンラインで発表し、行政からは保健所の
職員が当該機関の取り組みについて報告がありました。その後、座
長から参加者へコメントを求め、登壇者と座長と参加者でディスカッ
ションや活発な意見交換がなされて、非常に有意義な会でした！

ふなぽーとではオゾンの濃度が環境基準内（0.1ppm）
になるように、間歇的にタイマーで使用しています

船橋二和病院の松隈院長の開会挨拶から始まり、市内外を問わ
ずご尽力して下さっている各先生方等の参加があり、それを座長
の遠藤医院の遠藤院長がコーディネートし、最後は鳥海内科の
鳥海院長のご挨拶で締める。色々な意味で最高でした！

令和３年度の終盤２月１５日に新しい事業、船橋市介護人材無料職業
紹介所が立ち上がりました。住み慣れた地域でいつまでも暮らし続けていくため
には、加齢や疾患により医療、介護ニーズが高まっても、その方々を支えていけ
る地域つくりが必要となります。市民にむけた講座では「大切な人に伝えるノー
ト」を用いて、歳を重ねてもその地域で暮らし続けるために自身では何ができる
かということを一緒に考えました。「もっと考えようと思った」など関心の高さを感
じ取れました。
ふなぽーと内では2つの事業を通して、Aging in Placeを推進していきます。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

以前

新型コロナウィルス感染症の猛威が
収まらない中、以前ふなぽーとに半永
久貸与？していただいた医師会監事
より、新たな低濃度オゾン機器を置い
て下さいました。いつもありがとうござい
ます！
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